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Abstract

Monthly guides of the plants have been made in the Nagoya University Museum Botanical 

Garden. The records of the guides for April, 2008 – March, 2009 are presented here. The records 

include pictures of the flowers, fruits and/or the cuticles of the plant leaf surface, with reference to 

the distribution, characters, and/or utility of the 24 plants in the garden.

はじめに

　前年度に引き続き，名古屋大学博物館野外観察園（以下，観察園とする）で作成した「今月の観察

園」のポスターをここで報告する．このポスターでは，その月の頃に花や実をつける植物を取り上

げ，その分布や特徴，効用などについて簡単な解説を載せ，花や実の写真とともに，花粉の電子顕微

鏡写真や葉の表皮部分などの写真を紹介している．2006年度，2007年度のポスターは野崎（2007），
西田・吉野（2008）に収録されている．

2008 年度「今月の観察園」について

　2008 年度に取り上げた植物は 2007 年度同様、毎月２種で，計 24 種である．毎月，１種について

は表皮部分を染色したもの，すなわち，葉の裏の表皮細胞壁と気孔の形態（正確には，葉の裏側のク

チン化した部分に残った，表皮細胞壁と気孔の形態や模様）を紹介している．もう１種は有用植物や

帰化植物，有毒植物などを取り上げ，その効用や特徴などを紹介している．表皮部分の観察方法は，

Nishida & Christophel（1999）に倣った．用語は，英語は Wilkinson（1979），訳語はルダル（1997）

に拠った．植物の分布や効用などの解説は，主に小学館「園芸植物大事典」（1994），平凡社「世界有

用植物事典」（1989）を参照・引用した．

　取り上げた植物の観察園における位置を図１に示した．しかし、草本類は年によって栽培しない場

合があったり，栽培しても場所が変わったりするので，今後は位置が図１とは異なる可能性がある．

2006 年度以降に作られた「今月の観察園」は，名古屋大学博物館のホームページで見ることができる

（URL: http://www.num.nagoya-u.ac.jp/）．観察園全体や観察園に生育する植物の概要については，

吉野・手塚（2003）に詳しい．

　最後に，前年度同様，ポスターには解説が少ない表皮部分について，少しではあるが下記に説明を

加えておく．
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葉の表皮部分についての解説

ハラン（４月）：草本植物全般にいえることだが，表皮細胞のクチン化は弱いらしく，薄いサンプル

となり，染色しても細胞の並び方などの特徴が見えにくいのが難点である．それでも，単子葉植

物では平行に並ぶものが多い中，ハランの表皮細胞は平行というよりはやや不規則に並んでいる

のがわかる．

タラヨウ（５月）：表皮細胞には皺がよったような模様が見られるが、これは平行壁の厚さが不均一

であるためと思われる．気孔の副細胞などのパターンは，クチクラのサンプルからは判明しがた

い．

ネズミモチ（６月）：表皮細胞のクチン化は弱いらしく，非常に薄いサンプルしか作れなかった．表

皮細胞の平行壁には細かな皺がよっている．気孔の副細胞などの並び方は，クチクラのサンプル

からでは判明できなかった．

マサキ（７月）：表皮細胞は，平行壁は平滑，垂直壁はビーズ型（beaded）と呼ばれるパターンを示

す．気孔にはクチン化した縁（stomatal ledge）がみられる．

キョウチクトウ（８月）：表皮細胞は垂直壁・平行壁ともにほぼ平滑．気孔は葉の裏にできたくぼみ

に収まっている．このような気孔の状態は，乾燥した環境に生える植物にしばしばみられる．

ヒガンバナ（９月）：草本であるためか，クチン化が進まず，細胞壁の染色も弱い．それでも単子葉

植物によくみられるように，表皮細胞がほぼ平行に並んでいる．気孔の並び方も，葉の縦軸に沿っ

て平行である．

ナワシログミ（10 月）：表皮細胞のクチン化した細胞壁は薄く，あまり染色されない．濃く染まって

いるのは，鱗片毛の柄にあたる部分．気孔の密度が高い．

図１．名古屋大学博物館野外観察園の地図と植物の位置
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クリ（11 月）：落葉樹は草本植物に似て，表皮細胞のクチン化した細胞壁は薄い．表皮細胞の染まり

が弱い中，くっきり染色された星状毛が目立つ．気孔の密度が高い．

ビワ（12 月）：表皮細胞の垂直壁は緩やかだが不規則的に波打つ．葉の裏には毛が密に生えるため，

表皮細胞の観察はしにくい．

アオキ（１月）：表皮細胞の垂直壁は波打つが，平行壁はほぼ平滑．気孔は不規則型とみられる．

トベラの一種（２月）：表皮細胞の垂直壁はゆるやかに波打ち，平行壁はほぼ平滑．気孔は平行型と

みられる．

ハッサク（３月）：表皮細胞の垂直壁はややこまめに波打つが、平行壁はほぼ平滑．気孔は平行型と

みられる．
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